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■第 57 回人権週間 ････････････････････････････････ 2

■ 12 月１日は「世界エイズデー」 ････････････ 3

■被爆 60 年　私たちは、命の尊さと、

　　　どう向き合ってきたか ･･･････････ ４～ 5

■ハート・バリアフリー ････････････････････････ 6

■税特集第２弾！ ･････････････････････････････････ 7

■遥かな町へ／韓日記 ･･･････････････････････････ 8

■インフォメーション ･･･････････････････ 9 ～ 14

■健康ファイル ･･････････････････････････････････････ 15

■どうぞ・どうそ/きてみてね/地区の話題 ･････ 16

鯉の里づくり
玉川（赤瓦周辺）

　11 月 22 日（火）、打吹地区伝統的建造物群保存地区（白壁土蔵群）

赤瓦１号館前を流れる玉川に、天神川漁業協同組合（山崎賀津雄

組合長）の寄贈で、ニシキゴイ 20 匹が放流されました。

　白壁土蔵群沿いの玉川には、過去にも市民からの寄贈で、コイ

の放流が行われてきましたが、大雨などで、コイが下流や上流へ

と移動し、赤瓦周辺にあまりいなくなったため、河川管理者であ

る県土整備局が、川底を 50cm ほど掘り、石垣の堰
せき

をつくり、逃

げないようにしての放流となりました。

　放流には、倉吉幼稚園の園児（ゆり組・さくら組）32 人が、お

手伝いにかけつけ、バケツでコイを放しました。

　下流や上流にいた大きなマゴイ約 20 匹も、漁協のみなさんの

手で里帰りし、ニシキゴイと一緒にゆうゆうと泳いでいました。
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高齢者虐待について
知ってください

　高齢者虐待は、認知症や要介護の状態の高

齢者に対して行われがちだという調査結果が

出ており、このことから、介護者の心身疲労

も虐待の大きな原因であり「介護と虐待は背

中合わせ」であるともいわれています。

　高齢者本人も虐待している人も虐待につい

ての自覚がない場合がほとんどです。

　倉吉市では平成 17年 4月 1日から「高

齢者虐待防止条例」が施行されています

が、国では、平成 18年 4月 1日から「高

齢者虐待の防止、高齢者の養護に対する

支援等に関する法律」が施行されます。

　虐待を発見したり、虐待が疑われるよ

うな場合はもちろん、介護でお悩みの人

も、相談窓口の市役所長寿社会課および

市内 5 ヵ所の在宅介護支援センターにご

連絡ください。

※問い合わせ先：長寿社会課高齢者福祉係（22-7851/ 22-7020)

名　称 電話番号

せいわ 　 47-4165　

マグノリア 　 26-3922

しみず 　 22-6100

のじま 　 23-7106

せきがね 　 45-3888

< 在宅介護支援センター＞

　いじめ、体罰、不登校などの問

題でお悩みの人、だれにも相談で

きず悩んでいる人、気軽にご相談

ください。相談は無料で、秘密は

固く守られます。

とき：12 月 26 日（月）

                   13:00 ～ 16:00

ところ：琴浦町生涯学習センター

            まなびタウンとうはく

                    （東伯郡琴浦町徳万）

※問い合わせ先

鳥取地方法務局人権擁護課倉吉支局

             （ 22-4108/  22-4109）

　第 57 回人権週間
12 月４日（日）～ 10 日（土）は、人権週間です

　この週間は、昭和 23 年 12 月 10 日、国際連合総会

で「世界人権宣言」が採択された日を記念して定めら

れ、今年で 57 回目を迎えます。

　人間の尊さを知り、お互いに相手の立場を考え、こ

れを大切にすることが「人権尊重」です。皆さんもこ

の機会に今一度、人権の尊重について考えてみません

か。

《強調事項》

　「育てよう　一人一人の　人権意識

　　　－思いやりの心・かけがえのない命を大切に－」

●女性の地位を高めよう

●子どもの人権を守ろう

●高齢者を大切にする心を育てよう

●障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

●部落差別をなくそう

●アイヌの人々に対する理解を深めよう

●外国人の人権を尊重しよう

●ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見を

なくそう

●刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

●犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

●インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

●性的指向を理由とする差別をなくそう

●ホームレスに対する偏見をなくそう

●性同一性障害を理由とする差別をなくそう

■人権擁護委員

　皆さんが日常生活の中

で、困ったり、人権が尊重

されていないと思ったりし

たことはありませんか。そ

のようなときは、法務局や

人権擁護委員にご相談くだ

さい。相談は無料で秘密は

固く守られます。

※問い合わせ先

　鳥取地方法務局倉吉支局（ 22-4108）

宇山　眞さん 天神町 ２２- １７８４

中井明子さん 中河原 ２８- ０８２１

松井美智子さん 広瀬町 ２２- ８１７７

佐々木昭夫さん 新田 ２６- １７４６

高岡紀子さん 福富 ２８- ４４０３

小谷次雄さん 東仲町 ２３- １９９７

向井弘志さん 鴨河内 ２８- １０９６

野口ともみさん 昭和町 ２２- ００５０

加藤文夫さん 関金町郡家 ４５- ２８２７

岸本真智子さん 関金町安歩 ４５- ３４０１

　人権擁護委員

「子どもの人権特設
相談所」の開設
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12 月の認知症「家族の集い」

　高齢期での「転倒」は、高齢社会の到来によっ
て増加しているとともにさまざまな問題を抱えて
います。
　自信喪失や歩行時の不安などで日常の活動性が
低下したり、活動範囲が制限されたりします。
　さあ皆さん、今からでも遅くありません。転倒
を予防して健やかに生活しましょう。

とき：12 月 20 日（火）　14:00 ～ 16:00
ところ：野島病院６階 大会議室
内容：「いつまでも元気に…～こけない体づくり～」
講師：老人保健施設のじま
　　　　　　理学療法士　伊藤 健司さん
参加費：無料
※申し込み・問い合わせ先
　市在宅介護支援センターのじま（ 23-7106）

　今年のテーマは

『エイズ･･･あなたは「関係ない」と思っていませんか？』

　　エイズは特別な病気ではありません。

　　だれでも感染する可能性があるものです。

　　身近な問題として、エイズを考えてみませんか。

　エイズ（後天性免疫不全症候群）はＨＩＶ（ヒト免

疫不全ウイルス）に感染す

ることによって免疫を低下

させる病気です。感染して

も平均約 10 年の潜伏期を

経て、エイズが発症します。

感染イコール発病ではあり

ません。

＜予防＞

◎正しい知識を身につけ感染予防に努めましょう。

・一般の社会生活の中では HIV に感染する心配はあり

ません

・若者の間で性感染症が増加しています。感染したら

パートナーと一緒に治療を受けましょう

◎感染の早期発見・早期治療が大切です。感染して

いるかも知れない･･･不安があるときは、検査を受けま

しょう。

★匿名・無料で相談・検査を県内各保健所でお受けし

ています。秘密は必ず守ります。

相談日：毎週月曜日　13:00 ～ 14:00

※問い合わせ先

　倉吉保健所（ 23-3172）

　住基カードには「顔写真

付き」、「顔写真なし」の２

種類があり、「顔写真付き」

の住基カードは運転免許証

などと同様に身分証明書と

して利用できます。

＜身分証明書としての活用例＞

　銀行口座の開設、パスポートの発行、戸籍の届出、

印鑑登録など

＜住基カードの作り方＞

　①市民課または関金支所支所管理課で申請

　　必要なもの：認め印、顔写真（縦 4.5cm、横 3.5cm）

１枚　

　　※写真がない場合は市民課で無料撮影もいたしま

す。

　②住基カードを発行

　　官公署発行の写真付き身分証明書（運転免許証な

ど）を提示いただければ、即日発行できます。た

だし、関金支所では即日発行できません。

　　　※身分証明書がない場合、交付通知書兼照会書

をお送りします。

　　申請後、ご本人あてに郵送で交付通知書兼照会書

を送りますので、回答書に署名・捺印をして、保

険証などと一緒に窓口にご持参ください。

　③住基カードを交付します。

　　②を確認後 15 分程度で住基カードを交付します。

手数料は 500 円です。

※問い合わせ先：市民課　（ 22-8155）

活用しよう、住基カード！

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱

えている悩みを語り合い、分かち合ったり、情報

交換したり、何でも話し合える場です。

　気軽にご相談ください。

とき：12 月 15 日（木）10:00 ～ 12:00

　　　　　　　　　　　　　（※毎月第 3 木曜日）

ところ：ヘルパーステーション蔵まち

　　　　　　　　　　　　　　　（倉吉市幸町）

※問い合わせ先：ヘルパーステーション蔵まち

　　　　　　　　　　（ 24-0371/  24-4109）

家族介護教室（転倒予防教室）
のご案内

　１２月１日は　「世界エイズデー」　１２月１日は　「世界エイズデー」
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在外被爆者の個別人数

 ( 厚生労働省の推計値 )　2001.3 現在

韓　国  2,140 人 ・北朝鮮 928 人

米　国  1,060 人 ・カナダ　24 人

ブラジル 157 人・アルゼンチン 14 人

パラグアイ  4 人・ボリビア 6 人

ペルー     2 人

鳥取県内被爆者状況 　2005.3.31 現在

死没者累計 798 人

被爆者手帳保持者 594 人 計 1,392 人

豊永慶三郎さん

原爆ドーム（爆心地からの距離 160 ｍ）




